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1986年4月26日
チェルノブイリ原発4号炉 爆発

 事故は運転員が “停止” ボタン
を押したとき起った。

 運転員は安全規則に反したと非
難されていた。

 原子炉上級スタッフは「原子炉は
安全な設計ではなかったにも拘
らず、運転員へのマニュアルで
はそのことに触れていなかった」
と主張。

 この講演では、誰が有罪である
かと云うよりも私の国で起きた未
曾有の災害後30年間という困難
な時の流れについて語りたい。
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第1日目, 最初の反応

 我々は今なら知っていることと当時知ってい
たこととを区別すべき

 当時我々公衆は何かおかしい、大変ひどいこ
とがチェルノブイリで起きていることしか知ら
なかった(本当の情報は隠されていた)。

 何が間違っていたのか(今の知識から判断すれば):
 4月27日午後、プリピャチからの避難(45,000人が避
難)は大変タイムリーな決定であった。 ; 

 チェルノブイリ周辺の村やキエフへは5月に入るまで何の
警告もされず、多くの人たちは避けるべき高い被曝を受
けたが、これは特に悪い決定であった。
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最初の数日, 最初の週

 炉心でどんなことが起っているのか、はっきりせ
ず、炉心の底部が壊れて核燃料が爆発暴走し
ないかと懸念されていた。

 グラファイトが燃えるとも考えられていた。

 今では最初の核燃料溶融の後局所的な臨界が
次々と起り、炉心が暴走し殆どのグラファイトと
燃料が爆発的に反応し1986年5月7日まで外部
へ放出されることになったと信じられている(もっ
ともみなが皆そう思っているわけでもないが)。
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破壊された4号炉(今では“シェルター
“あるいは”石棺“で囲まれている)
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最初の週から数ヶ月、避難行動
 4月27日 プリピャチ市避難
 5月5日まで チェルノブイリ周辺町村、およそ

10,000人避難

 1986年夏 30㌔圏内すべて避難(ウクライナ、
ベラルーシを含む) 

 1986年末まで ウクライナでトータル91,000人
避難

 1991年末まで ウクライナ汚染地域からおよそ
59,000名が独自に移動した
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事故後の第1期
 最初の1ヶ月：損壊原子炉への緊急対策；高放射線下域/建

屋での作業、数10万人の軍や職員の高いレベルの被曝

 1986年10月：1号炉、2号炉の再稼働

 1986年12月：破壊された原子炉を覆うシェルター“石棺”の
完成

 1987年：チェルノブイリのため双子都市、スラユッチ建設、
チェルノブイリ原発職員はキエフからスラユッチへ移る

 1987年12月：3号炉再稼働、破壊された4号炉と同じ建物
にある3号炉の再稼働は高線量下にあるため、つながって
いる部分を別にするのに膨大な作業が必要なこともあって
強く批判されていた

 1991年：1号炉タービン火災の後、永久停止
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公衆の過剰な被曝

 影響を受けた地域の人々は適切な情報を与え
られなかった(キエフでの5月1日のメーデーデ
モでも)

 チェルノブイリ災害関連の秘密主義が解除さ
れた後、チェルノブイリ周辺の町や村の人々の
間で被曝の急性症状の多くの患者と高線量被
曝のデータが出てきた

 極端に高い被曝を受けた者は溶融炉心に対
処した人々で、ソ連各地から集められ、最初の
数週から数年の間で60万人以上いた
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(ソ連)国の論理、1985-1991年
 石油価格の下落による外貨収入の低下

(1985年)
 アフガン出兵による莫大な出費、軍事的ロス、フラス
トレーション(79-89) 

 チェルノブイリ事故による莫大な出費(86-91) 
 1987年1月ゴルバチョフは立て直し策ペレストロイカ
を表明：グラスノスチ、情報公開と呼ばれる政策は何
年にもわたる息苦しさを経て可能となった

 ペレストロイカにより国の経済状態、人々の幻滅感が
顕になった

 1991年8月、モスコワでのクーデター未遂事件、直後
のソ連の崩壊(1991年12月)
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1986-1991、結論(ウクライナで

は )
 莫大な努力と犠牲によって爆発した原子炉は
隔離され残りの3つの原子炉は再稼働した

 1986-1990：ソ連の原子力産業は“通常のビジ
ネス”として新しく6機の原子炉をウクライナで
手掛けた

 1990年8月：ウクライナ議会はこれ以上の核エネルギ
ー開発に5年のモラトリアムを決めた(1993年解除)

 チェルノブイリ災害への補償に関する重要な法律が議会
を通過

 ウクライナ独立、1992年以降チェルノブイリに関連す
るすべての対策の責任がウクライナの人々、政治家、
財政、経済に降りかかっていた
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1986-1991、結論(国際的には)
 1990年9月、スイスは核エネルギー利用をスローダウ
ン、10年のモラトリアムを国民投票で決める

 国際機関IAEA、WHOはソ連型では安全規則違反に
より大災害の起ることを認めた。これにより西側の原
子力産業は風評被害を極小化することができた

 最初の数年、WHO/IAEAはチェルノブイリ事故の健康
への影響研究には積極的ではなかった。国際機関は
ソ連の単にソ連の報告を支持するだけだった

 唯一1990年に国際的なチェルノブイリプロジェクトが
発足したが、1991年その結論は“不安とストレスによ
り、放射線によらない健康不全が顕著に現れた”とし
ている。
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国際的には
多くの西側諸国(ドイツ、オランダ、スウェ
ーデン、イギリスなど)では核エネルギー
利用反対の運動が盛り上がり、“Green 
Movement”が勢いを得た

 多くの国ではNGO組織が炉心溶融に立ち向か
った人達や被曝者に人道的援助(病院、サナト
リウム、医学的相談、子供たちへの夏休みな
ど)を提供した

 1990年代、大量のリクビダートルの間にさまざ
まな病気と死が報告されたが、チェルノブイリで
何が起っていたのか明らかにすることは殆ど不
可能である。
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個人的経験(1)
 1986年5月-7月：ドニエプル川に降り落ちた放射能汚
染のモデル化(チームは後になって国民栄誉賞を受け
る)

 1986-1989：30キロ圏放射能汚染野外調査、リクビダ
ートルの町ポリスケの調査

 1989-1990：重い粒子による細胞への影響研究(サイ
クロトロン照射を計画)

 1988-1993：NGO組織の活発なメンバー、
“Greenworld”Greenpeaceが再度チェルノブイリの隠
匿体質に抗議

 1991-1993：“Greenwold”/Greenpeace 実験
所所長として汚染地域の調査
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個人的体験(3)

左：1989年11月、ジトーミル州コロステン市、チェルノブイ
リの秘密に反対するウクライナでのリレーデモ

右：1989年12月、モスコワ、チェルノブイリの秘密に反対
署名がソ連議会(最高会議)の議員へ受理される
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個人的体験(4)

 左：1991年、チェルノブイリ1号炉での水素爆発･火
災の後、近くでの“Greenworld”/Greenpeace 
lab

 右：1992年、ジトミール県ステパニウカ村で食物に
よる放射性物質取り込みの調査結果
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個人的体験(5)

 上：1990年、ミュンヘン大学
提案による人道的援助計画
について保健大臣と会談

 右：1992年、キエフ貯水池
底面試料採取
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チェルノブイリ事故でどれだけの
人が被害を受けたか

 被災者(影響を受けた地域の住民)の分類は土
壌汚染の表面密度に基づく(異なるグループに
対する予想される被曝量ではない) 

 溶融爆発炉の事故処理清掃従事者、リクビダー
トル 1986-1987年に従事した者(カテゴリー2)、
1988-1989年に従事した者(カテゴリー3)

 3,096,814 被災者総数(2002年)、このうち：
 1,048,628 子供:
 336,000 清掃従事者 (リクビダートル);
 96,000 確認された(?)事故関係者

 13,027 2002年働き手を失ったことによる補償を受けた所帯
数
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1991-2000:圧力下のウクライナ
 1991-2000年、ウクライナ独立後、チェルノブ
イリ事故結果に対する予算措置、その他の負
担の責任

 1990年代当初、被災者保護法は大変低いリスクにも補償し、
時間的制限もなかった

 特別な委員会がチェルノブイリに起因する病気の“原因、結
果”の文書をつくりあげた(1997年の保健省の指令による)。
急性放射線障害、ガン、甲状腺の病理だけでなく7グループ
でのこれ以外に60もの病気のリストを取り上げていた。

 しかし、このリストの科学的妥当性は明確でなく、多くの委員
会は役立たずだった
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ウクライナ予算の変化、単位：100万US$

1999年以降法律による必要な予算額の平均25-27%しか割り
当てられなかった

ウクライナの国家予算でチェルノブイリ事故関係は
1992年では10％、2000年には4.6％

年 1992 1996 2000

社会的防護 197 546 290
特別な医療 6.3 19 6.4

放射線のモニター 2.0 4.4 2.7
被曝者リハビリ、汚染廃棄物 0.3 0.2 0.05

除染、家屋建設 276 194 14
合計 511 835 332
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チェルノブイリ事故によるウクライナの
経済的損失(2010年の推計)

損失 100万US$
直接的な損失（1986年-2010年）
30キロ圏内
30キロ圏外

1,385
840

溶融炉心への対処
ソ連時代(1986-1991)
ウクライナ独立以降
(1992-2010)

5,723
12,194

間接的損失(1986-2015)
農業、林業、水源対策
事故炉初期の廃炉作業
新原発停止による損失

68,370
28,050
67,320
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甲状腺データ(“National Report of 
Ukraine”)(2006年公表)
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キエフ内分泌学研究所で甲状腺手術を受
けた大人の数

上のグラフ：良性腫瘍

下のグラフ：悪性腫瘍

このデータは2000年代初期に
ついてのみ初めて公表された

コミサレンコ教授(研究部門、
外科責任者)が云っている：事
故後、患者がどこに住んでい
たのか、どこで働いていたの
か、何をとっていたのか、情
報はまったくなかった。
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甲状腺がん
 ウクライナ国立登記所の記録では1986-

2009年で甲状腺がん患者数はトータルで
6448

 WHO、2011年4月23日：甲状腺への放射線被曝は
ウクライナ、ベラルーシ、事故影響を受けたロシア連
邦地域で特に子供、未青年期の人達に高かった。
2005年までにはこれらのグループで6,000件以上
が甲状腺がんと診断された。これらの甲状腺がんの
大部分が放射性ヨウ素の取り込みによることはもっ
ともありそうなことである。WHOはさらに事故による
甲状腺がんの増大はこれからも続くだろうが、長期
間の増大を定量化することは難しい、と云っている。



Tykhyy - KURRI 10 Feb 2016 27

1991-2000、チェルノブイリ事故と国際学会
 IAEA/WHO：被曝した人たちやリクビダートルについて
のガン以外に多くの特別でない健康効果が報告され
た。しかし、それが事実であれば、ストレスや心配とい
った効果も反映しているだろう。

 西側の学会ではソ連やソ連解体後の国からの報告をし
ばしば拒否する。“それらは異なる言語で書かれてい
る、同僚による審査もない、バイアスがかかっている、
などなど”と云って拒否する。

 実際、判断は難しい。式N=D*Q(D/E)において、我々
は被曝量を知らない：測定値と報告値が極端に悪いか
を知らない。実際は被曝量Dはソ連報告よりも10倍も
高いかもしれない。

 いずれにしても“ストレスと心配”は同様な効果をもたら
し、事故の結果も同様である。
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1991-2000,政治的圧力下でのチェルノブイリ

原発

 1992年、ウクライナと西側諸国との交渉が始ま
った。西側はチェルノブイリの閉鎖を求め、ウク
ライナは財政の補償を求めた(閉鎖は莫大な経
済的ロス)

 EBRDに管理された特別な資金がつくられ、1997年西
側からの資金による施設のリストでは使用済燃料置き
場、新しい閉じ込め施設、モニタリングなどが示された

 米国政府はチェルノブイリに供給すべき電力、熱のた
めの発電所建設に資金を出した(2001年6月) 

 2000年12月15日、3号炉運転は永久に閉じられた。
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1991-2000、チェルノブイリ事故
と国際的な核エネルギー開発

 ウクライナ政府の弱さと西側からの政治的圧
力からチェルノブイリは閉鎖された(ロシアで
は依然として15基のRBMK型原発が運転され
ていた)

 1994年、ドイツ議会は脱核エネルギーを目指す投
票、1997年オーストリア議会もこれに続いた

 緑の運動がヨーロッパでは大変強く、議論の中で反
核の論理とチェルノブイリの惨事が打ち出された

 1990年代末、緑の党はベルギーやドイツで政府の
中で圧力をかけ、ベルギーは1999年、ドイツは2000
年に脱原発を決定した。
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2000年以降のチェルノブイリ問題
 チェルノブイリ関連法はいつまでたっても限りがなく、
多くの受難者が毎年増え続けている

 チェルノブイリ関連年金や医療費の支払いは危機
的である：事故を起因とする多くの年金生活者や
人々は何倍にも増え、国の予算にはお金はなくなり、
関連する訴訟も増えている(数10億ドル規模)。

 にも拘らず議会は法律を変えることすらほんの僅か
である(2000-2015年で20本)

 2014年12月28日成立の法律：“ゾーン4”でのリク
ビダートルに対して医療費や付加的年金を決める
機関が内閣の大臣へ委任され、“執行可能な予算
に従って割り当てられることになった”
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事故と排他的ゾーンの今
 For Ukraine: 

 使用済燃料貯蔵庫; 
 チェルノブイリ原発での雇用職員(廃炉作業、維
持管理)

 30キロゾーンを管理する大変複雑な仕事(森林
火災のリスクを抑える、EU資金提供の汚染樹木
の1.7MW焼却炉)

 ウクライナ大統領は2016年、30キロ圏に自然保
留地の形成を命令した

 国際的原子力エネルギー団体は :
 原子力プラントの解体廃炉の新しい技術の試験
場(新閉じ込め容器、など)として
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新しい安全のための閉じ込め施設
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事故と国際的原子力産業：2000
年以降

 核エネルギー計画の新しいスタート:
 2004年：フィンランドのEPR(未だ運転に至らず、

39億EUROの予算超過)
 2005年：米国ではエネルギー政策、新世代動力
炉へのインセンティブ、初代AP1000が4基建設中
など

 中国：30原発が運転中、24基建設中、さらに多く
の原発が計画されている。中国は原発設計、建
設では自給自足の大国となった

 2011年以降：核エネルギーの将来の不透明
さではフクシマはチェルノブイリにとって代わ
ったが、気候変動問題の深刻さも認識され始
めた
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Thank you for your atteention!


